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2
月
17
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）
の

3
日
間
「
第
1
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術

展
」
が
、
豊
科
の
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。市

内
5
地
域
で
は
合
併
前
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
公
民
館
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
現
在
も
毎
年
11
月
に
は
各
地

域
で
力
作
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

そ
れ
を
楽
し
み
に
大
勢
の
市
民
が
会
場

に
足
を
運
び
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

を
楽
し
む
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
芸
術
展
は
、
文
化
祭
と
は
別

に
市
内
全
域
か
ら
愛
好
者
の
作
品
を
募

集
し
、
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め

て
安
曇
野
市
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
芸
術
文
化
を
と
お
し
て
の
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
た
。

今
回
展
示
さ
れ
た
分
野
は
絵
画
・
写

真
・
彫
刻
の
3
分
野
で
あ
っ
た
が
、
2

月
7
日
（
火
）
か
ら
は
豊
科
近
代
美
術

館
で
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
美

術
部
員
の
作
品
展
も
開
催
さ
れ
て
お

り
、2
階
部
分
で
つ
な
が
っ
て
い
る「
き

ぼ
う
」
と
「
近
代
美
術
館
」
を
往
復
し

な
が
ら
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
来
館
者
の

姿
が
窺
え
た
。

絵
画
の
部
で
は
油
絵
・
日
本
画
の
作

品
29
点
が
並
ん
だ
。
写
真
の
部
で
は
安

曇
野
の
四
季
の
風
景
や
、
県
外
で
撮
影

さ
れ
た
作
品
48
点
が
出
展
さ
れ
た
。
ま

た
、
彫
刻
の
部
で
は
、
石
膏
作
品
を
初

め
、
樹
脂
で
作
成
さ
れ
た
作
品
5
点
が

展
示
さ
れ
、
来
館
に
訪
れ
た
人
々
が
熱

心
に
見
入
る
姿
が
窺
え
た
。

れ
た
検
定
問
題
も
、
難
問
が
多
か
っ
た

と
の
感
想
が
受
検
者
か
ら
聞
か
れ
た
。

1
月
30
日
、
31
日
、
2
月
1
日
に
は

三
郷
小
学
校
、
堀
金
小
学
校
、
穂
高
北

小
学
校
で
も
学
校
ご
と
に
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
の
検
定
が
行
な
わ
れ
、
一
般
の
部
・

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
合
わ
せ
て
３
３
９
名
が

第
１
回
目
の
安
曇
野
検
定
に
挑
ん
だ
。

第
1
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展
開
催

1
月
29
日
（
日
）
豊
科
、
穂
高
、
三

郷
、
堀
金
、
明
科
の
市
内
5
地
域
公
民

館
で
、「
安
曇
野
検
定
～
水
が
織
り
な

す
安
曇
野
今
昔
物
語
～
」
が
開
催
さ
れ

た
。
第
1
回
目
と
な
る
今
回
は
市
内
の

歴
史
・
文
化
・
伝
統
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
一
般
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の

二
部
門
で
実
施
さ
れ
た
。

市
内
の
5
地
域
公
民
館
で
は
、
検
定

受
検
の
準
備
と
し
て
、
昨
年
8
月
よ
り

全
18
回
の
講
座
を
実
施
し
た
。
各
地
域

に
伝
わ
る
歴
史
・
文
化
・
伝
統
に
関
す

る
講
座
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館

の
企
画
の
下
に
行
な
わ
れ
た
。
数
年
前

の
検
定
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
全
国
的
に
ご

当
地
検
定
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
が
観
光
等
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
外
へ

と
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。今
回
の
安
曇
野
検
定
は
、そ
れ

ら
の
検
定
と
は
一
線
を
画
し
た
も
の
と

し
て
、
市
民
に
対
し
て
こ
の
地
域
を
よ

り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、準
備
の
講
座

の
内
容
も
、
実
際
に
そ
こ
か
ら
出
題
さ

絵画の部展示

写真の部展示

彫刻の部展示問題に取り組む受験者（穂高会場）

安
曇
野
検
定
　
～
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織
り
な
す
安
曇
野
今
昔
物
語
～
開
催
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堀
金
公
民
館
で
は
、
市
民
の
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
を
、
各
地
区

館
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
行
事
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。農

業
体
験
講
座
は
、
非
農
家
の
方
を

対
象
に
し
た
農
業
講
座
で
、
家
庭
菜
園

に
興
味
の
あ
る
若
い
お
母
さ
ん
方
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
野
菜
つ
く
り
の
楽
し

さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
曇
野
市
全
域
か
ら
、
家
族
や
友

達
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
７
種
目
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
得
点
を
争
う
「
み
ん
な
で
ス

ポ
ー
ツ
ｉ
ｎ
常
念
」
に
挑
戦
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
52
組
１
４
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
今
年
度
も
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
。

文
化
祭
の
併
催
行
事
「
ま
ど
い
の
広

場
」
と
「
芸
能
祭
」
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
堀
金
支
所
と
の
連
携
で
、
普
段

あ
ま
り
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
午
前
中
は

小
中
学
生
の
楽
器
や
太
鼓
の
演
奏
と
、

ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
電
子
楽
器
テ
ル

ミ
ン
の
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
午

後
は
、公
民
館
女
性
部
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ま
め
の
会
」
で
作
っ
た
お
弁

当
を
い
た
だ
い
た
後
、
芸
能
祭
を
観
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
か

ら
来
年
も
お
願
い
し
ま
す
」
の
声
に
次

年
度
開
催
の
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
文
化
祭
で
は
、
保
育
園
児
の
作

品
か
ら
、
高
齢
者
の
作
品
ま
で
と
、
と

こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
多
く
の
方
に

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
４

月
か
ら
開
館
し
た
児
童
館
へ
く
る
子
ど

も
た
ち
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
展
示
品

種
も
盛
り
沢
山
と
な
り
、
年
々
盛
大
な

文
化
祭
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

堀
金
地
区
一
周
駅
伝
大
会
は
堀
金
村

時
代
か
ら
47
回
を
数
え
る
伝
統
あ
る
大

会
で
、
９
地
区
の
公
民
館
を
中
継
地
と

し
て
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
沿
道
で
の

熱
の
入
っ
た
声
援
に
、
各
選
手
と
も
奮

闘
、
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
と
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
地
域
住
民
相
互
の
融
和
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
昨
年
か
ら
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
変
え
て
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
採

り
入
れ
、
全
５
種
目
を
地
区
対
抗
と
し

て
戦
い
ま
し
た
。
50
歳
以
上
の
男
女
混

合
種
目
、
囲
碁
ボ
ー
ル
に
お
い
て
は
毎

年
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
今
年

も
会
場
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
熟
年
？
の

熱
気
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
い
け
花

ク
ラ
ブ
、
お
も
し
ろ
生
活
ク
ラ
ブ
、
科

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
の
３
講
座
を
年
間
を

通
し
て
開
講
し
ま
し
た
。
ど
の
講
座
で

も
「
ど
う
し
て
そ
う
す
る
の
」「
な
ん

で
こ
う
し
て
は
い
け
な
い
の
」
な
ど
の

質
問
攻
め
に
、
講
師
も
返
答
に
苦
慮
す

る
場
面
も
あ
り
、
子
ど
も
達
の
旺
盛
な

好
奇
心
に
脱
帽
！

そ
の
他
パ
ソ
コ
ン
講
座
や
、
安
曇
野

市
に
５
つ
あ
る
国
指
定
文
化
財
を
勉
強

し
よ
う
と
、
中
房
温
泉
に
あ
る
「
膠
柱

珪
酸
と
珪
華
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

前
明
科
地
域
芸
術
文
化
協
会
長長

嶺
　
誠

標
高
９
３
３
㍍
、
北
緯
36
度
21
分
、

こ
の
長
峰
山
は
日
本
列
島
の
真
ん
中
に

位
置
し
て
、同
一
緯
度
上
に
安
宅
の
関
、

槍
ヶ
岳
、
十
ヶ
堰
、
浅
間
山
、
水
戸
と

並
ぶ
と
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
増
す
。
　

〝
山
高
く
し
て
水
清
く
風
う
ま
い
〟
こ

こ
に
立
っ
て
ぐ
る
り
と
見
渡
す
と
、
色

ん
な
も
の
が
見
え
て
く
る
。

前
方
の
山
脈
は
、
地
下
深
く
に
有
っ

た
岩
石
が
隆
起
し
た
も
の
だ
と
か
、
後

方
の
四
賀
方
面
で
は
鯨
や
ト
ド
の
化
石

が
採
取
さ
れ
た
。
眼
下
に
広
が
る
盆
地

は
、
か
つ
て
湖
だ
っ
た
と
い
う
。
犀
龍

小
太
郎
伝
説
も
う
な
づ
け
る
。
保
福
寺

峠
は
大
和
政
権
時
代
に
開
削
さ
れ
て
、

松
本
の
殿
様
の
参
勤
交
代
の
ル
ー
ト

だ
っ
た
り
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
ア
ル
プ
ス

を
望
ん
で
感
嘆
し
た
と
か
。
善
光
寺
詣

り
の
立
峠
も
今
で
は
高
速
道
路
が
抜
け

て
い
る
。
70
年
続
い
た
と
い
う
犀
川
通

船
。
船
を
白
板
に
戻
す
に
は
ど
う
し
た

ん
だ
ろ
う
な
ど
興
味
が
尽
き
な
い
。

新
橋
か
ら
柏
原
ま
で
水
を
引
い
て

十
の
村
で
分
け
合
っ
た
の
で
拾
ヶ
堰
と

い
う
。
梓
川
を
横
切
っ
て
、
５
７
０
㍍

の
等
高
線
を
頼
り
に
７
万
人
を
動
員
し

て
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
や
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
今
か
ら
２
０
０
年
も
前
の

こ
と
で
あ
る
。
先
達
、
等
々
力
孫
一
郎

の
偉
業
に
は
全
く
驚
か
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
、
名
前
の
ご
と
く
世
間
に
と
ど
ろ

く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

郷
土
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
は
そ

れ
ぞ
れ
、
現
在
の
文
化
の
礎
を
築
い
た

先
人
が
数
多
く
い
る
。
百
科
の
題
材
が

あ
る
安
曇
野
の
歴
史
文
化
を
「
長
峰
山

頂
俯
瞰
塾
」
と
で
も
名
づ
け
て
今
後
伝

え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

丸
山
　
義
春

72
歳
、
今
も
現
役
で
す
。

私
が
卓
球
を
本
格
的
に
始
め
た
き
っ

か
け
は
、南
安
曇
農
業
高
校
時
代
。入
学

時
に
は
、
３
年
生
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県

大
会
個
人
優
勝
と
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。
入
部
体
験
会
で
卓
球

部
を
体
験
し
、伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、厳

し
い
練
習
と
良
き
指
導
を
受
け
、
う
ま

く
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
以

来
54
年
の
間
、卓
球
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
間
全
日
本
実
業
団
・
全
日
本
社
会

人
・
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
等
で
10
回
以

上
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

上
位
入
賞
に
は
至
ら
ず
、
北
信
越
マ
ス

タ
ー
ズ
65
歳
代
２
位
が
最
高
位
で
す
。

卓
球
は
室
内
競
技
の
た
め
年
間
を
通

じ
て
活
動
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
試
合

は
年
代
別
の
た
め
高
齢
者
で
も
参
加
で

き
、
85
歳
以
上
の
部
も
あ
る
の
で
、
楽

し
く
出
場
で
き
ま
す
。

硬
球
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
目

的
を
持
ち
な
が
ら
も
、
楽
し
め
る
こ
と

も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
10
分
く
ら
い
ラ

リ
ー
を
続
け
る
と
、良
い
汗
が
出
始
め
、

健
康
維
持
に
大
変
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
安
曇
野
卓

球
連
盟
を
立
ち
上
げ
、
そ
し
て
豊
科
体

協
卓
球
部
の
創
設
等
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
更
に
子
供
や
女
性
の
卓
球
教
室

を
行
い
、
底
辺
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
私
に
と
っ
て
卓
球
は

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
今
も
高

校
時
代
と
同
じ
体
重
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
男
子
70

代
の
部
で
優
勝
。
中
部
日
本
卓
球
大
会

県
予
選
男
子
70
代
・
全
日
本
卓
球
選
手

権
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
県
予
選
大
会
男
子

70
代
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
賞
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
全
国
大
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
子

供
の
体
力
低
下
や
、
高
齢
者
の
医
療
費

の
増
加
が
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
生
涯
に
亘
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
は
、
生
活
に
張
り
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
子
供
の
体
力
向
上
、
高

齢
者
の
体
力
維
持
が
図
ら
れ
、
健
康
で

楽
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
体
育
協
会
豊
科
卓
球
部

は
、
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
夜
７
時
か

ら
豊
科
南
社
会
体
育
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
技
術
向
上
と
体
力
維
持
向

上
の
た
め
に
、
大
勢
の
皆
さ
ま
が
参
加

し
て
く
だ
さ
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

子どもと一緒に収穫

上手に打てるかな

何点かな（シャフルボード）

何ボルトの電気が起るかな

美味しくできるかな

不思議な楽器テルミン

中学生の太鼓演奏

（
安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
長
・

長
野
県
卓
球
連
盟
理
事
・
安
曇
野
卓
球

連
盟
参
与
・
安
曇
野
市
体
育
協
会
豊
科

卓
球
部
長
）

公
民
館
事
業
紹
介
　
堀
金
公
民
館

野
菜
作
り
の
楽
し
さ
を

華
や
か
に
文
化
祭

絆
で
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会

好
奇
心
の
塊

冬
場
の
運
動
不
足
解
消

誰
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

卓
球
は
生
き
が
い

私
は
一
生
懸
命
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三
郷
義
民
太
鼓
保
存
会

会
長
　
二
木
　
重
光

三
郷
義
民
太
鼓
保
存
会
は
、
昭
和
61

年
〝
貞
享
義
民
３
０
０
年
祭
〟
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て「
貞
享
義
民
太
鼓
」

が
作
曲
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
歴
史
と

伝
統
文
化
を
継
承
し
、
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
発
足
・
設
立
さ
れ
ま

し
た
。以
来
貞
享
義
民
の
霊
を
祀
る「
貞

享
義
民
社
」
例
祭
に
は
義
民
太
鼓
を
奉

納
し
、
ま
た
数
々
の
催
し
物
に
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

義
民
太
鼓
の
演
奏
に
際
し
、
太
鼓
の

演
奏
の
中
へ
、
義
民
の
語
り
を
入
れ
て

更
に
物
語
の
絵
画
ス
ラ
イ
ド
を
挿
入
し

尺
八
の
演
奏
も
加
え
、
今
日
の
「
貞
享

義
民
太
鼓
」
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
の
活
動
状
況
】

三
郷
義
民
太
鼓
保
存
会
は
今
ま
で

に
、
信
州
博
覧
会
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
友
好
都
市
で
あ
る
奈
良
県
三

郷
町
記
念
祭
、
邦
楽
の
祭
典
で
も
あ
り

ま
す
「
響
き
音
楽
祭
」
の
ほ
か
、
各
種

社
会
福
祉
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
多
く

の
催
し
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
太
鼓
を
愛

し
義
民
に
感
銘
す
る
小
学
生
か
ら
高

齢
者
、
会
社
員
や
主
婦
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
構
成
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
で
す
。

義
民
の
精
神
で
、
心
を
一
つ
に
し
て

練
習
に
励
ん
で
い
る
会
員
は
、
今
後
も

安
曇
野
市
の
芸
術
文
化
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
、
太
鼓
を
通
じ
て
義
民
を

称
え
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
会
の
精
神
を
理
解
し
て

賛
同
し
て
く
れ
る
方
の
入
会
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
「
三
郷
社
会
体

育
館
」
で
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
三
郷
公
民
館
（
℡
77
‐

２
１
０
９
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
貞
享
義
民
】
貞
享
３
年
10
月
、
松
本

藩
の
年
貢
増
徴
に
反
発
し
、
凶
作
と
過

酷
な
年
貢
に
苦
し
む
農
民
を
救
う
た

め
、
中
萱
村
の
元
庄
屋
「
多
田
加
助
」

を
首
領
に
藩
内
庄
屋
層
を
中
心
と
す
る

同
志
が
糾
合
し
、
五
ケ
条
の
訴
状
を
以

て
直
訴
を
し
た
。
こ
の
直
訴
で
一
旦
は

農
民
た
ち
の
願
い
が
叶
っ
た
か
に
思
わ

れ
た
が
、
松
本
藩
の
姦
計
で
実
ら
ず
首

謀
者
と
そ
の
家
族
28
名
が
磔
や
獄
門
に

処
せ
ら
れ
た
。
人
々
は
こ
の
義
挙
を
尊

び
、
犠
牲
者
を
義
民
と
仰
ぎ
神
と
し
て

祀
っ
て
き
た
。

て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
替
え
、

老
若
男
女
、
広
い
年
齢
層
で
楽
し
め
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
公
民
館
事
業
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
２
回
目
と
な

る
今
年
度
の
大
会
は
、
会
場
の
権
現
宮

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
一
杯
と
な
る
参

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
部
で
は
毎
年
、
独
自
の
事
業
と

し
て
健
康
指
導
講
習
会
、
フ
ラ
ワ
ー
講

習
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
そ
れ
に
加
え
て
、
地
元
の
人
形
作
家

の
服
部
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
人
形
劇

鑑
賞
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
牧
大
根
を
目
玉
に
収
穫
祭

と
、
地
域
の
人
の
思
わ
ぬ
一
面
が
窺
え

る
文
化
展
を
開
催
し
、
締
め
は
３
月
に

敬
老
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
毎
年
住

民
２
０
０
人
以
上
が
関
わ
る
大
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
地
区
も

例
外
に
漏
れ
ず
、
体
育
系
の
選
手
依
頼

に
は
役
員
が
ひ
と
苦
労
も
ふ
た
苦
労
も

し
て
い
ま
す
。
役
員
負
担
を
減
ら
し
、

多
く
の
住
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
元

気
な
地
区
を
と
願
い
な
が
ら
、
公
民
館

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
牧
地
区
公
民
館
長
　
藤
原
正
三
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

牧
地
区
は
戸
数
約
３
０
０
戸
、
居
住

者
数
千
人
を
超
え
、
穂
高
地
域
の
西
方

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
全
域
が
東
下
が

り
の
傾
斜
地
で
す
が
、
市
内
全
域
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

数
あ
る
地
域
活
動
の
中
で
も
特
筆
す

る
も
の
は
、
長
年
続
く
『
こ
ど
も
の
日

親
子
ふ
れ
あ
い
遠
足
』
で
す
。
20
数
年

前
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
で
参
加
し
た
子
が
、

今
や
３
人
の
子
供
と
と
も
に
夫
婦
で
参

加
し
た
り
、
５
月
の
連
休
中
の
開
催
に

も
係
わ
ら
ず
、
子
供
の
参
加
は
例
年
７

割
を
超
え
て
い
ま
す
。ビ
ン
ゴ
で
お
宝
、

女
性
部
が
頑
張
る
手
づ
く
り
カ
レ
ー
と

大
好
評
。
満
願
寺
の
地
獄
絵
図
の
説
明

に
「
あ
ー
こ
わ
か
っ
た
」
と
身
を
す
く

め
る
幼
い
児
か
ら
も
、帰
り
際
に
は「
来

年
も
ま
た
来
ま
す
」
の
う
れ
し
い
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

22
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
実
施
し

柿之本芳月の碑をバックに
三郷義民太鼓のイラスト　

こどもの日親子ふれあい遠足

人形劇鑑賞会

地

区

公

民

館

だ

よ

り


